
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の仕事をすることになったきっかけは  
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仙台でアパレルの仕事をしていましたが、結婚を機に八

戸市に戻ってきました。 

もともと接客業が好きで、多くの人が出入りするお店で

働きたいと思い、この仕事を選びました。 

７年間くらいアルバイトとして働いていましたが、29

歳のときにオーナーから、「店長にならないか？」と声を

かけられました。 

最初は、断ろうと思いましたが、「立場が人を育てる」

というオーナーの言葉に励まされ、やってみようと思いま

した。 

現在は、店長業務のほか、次長として弊社運営の各店舗

を回り、指導も行っています。 

私は、組合の執行委員となり、１年後、組合活動に専念

すること（専従）になりました。 

そこで１８年勤め、２年前から連合青森三八地域協議会

の事務局長として活動をしています。 

女性の事務局長は、青森県では初めてだそうです。 
管理職になって、入社当初のただただ楽しかった頃に比べると人・モノの管理に責任を持つので

大変ですが、やりがいはあります。 

スタッフが、かつて出来なかったことを頑張って出来るようになったり、お客様にほめていただ

いたりと、成長している姿を見ると、本当に嬉しくなります。 

どのようなときに管理職としてのやりがいを感じますか 

仕事と家庭の両立はどのようにしていますか 
店長になってから出産・育児を経験しました。 

両親は近くにいないので、夫と二人で子育てをしまし

た。 

子どもが体調を崩しても、立場上、急には休めなかった

ので、病児・病後児保育を市内全域探し回り、大変でした。 

私は、不規則勤務で、子どもが寝ている時に家を出たり、

夜は 10時まで仕事だったりします。 

一方、夫は定時に帰ってくるので、買い物をして、食事

を作ってくれています。 



 

 

キャリアアップを目指す人たちへのメッセージをお願いします 
女性だから、結婚をしているからといって目標設定を下げるのではなく、女性だから出来るこ

と、結婚をしているからこそ見えてくるものがあると思うので、そういったものを活かして、色々

なことにチャレンジしてほしいと思います。 

近くにお店がないなど、お店に来られない方のため

に、地域に出向いてコーヒー教室を開催するなど、楽し

い場を提供していくことで、コーヒーの美味しさや楽し

さを伝えていきたいです。 

また、働いているスタッフのレベルを上げて、満足し

てもらえるような接客、店づくりをしていきたいと思い

ます。 

今後の抱負や目標は何ですか 

 

子どもも、このような私達を見て、「お父さん、いつも

ご飯を作ってくれてありがとう。」、「お母さん、いつも遅

くまで仕事をしてくれてありがとう。」と作文に書いてく

れたことがあります。 

仕事と家庭の両立は、仕事に力を入れすぎると家庭がお

ろそかになるなど、バランスをとるのが難しいのですが、

周りで協力してくれる人たちへの感謝を忘れず、「ありが

とう」を伝えるようにしています。 

また、子どもと一緒にいる時間は短くても、寝る前やお

風呂などで深くコミュニケーションをとるようにしてい

ます。 


